
この現場では、重要な社会資本である道路の

・安全性の向上

・維持修繕（道路を長持ちさせる）

のための工事を行なっています。

工事期間中、沿線の方々・道路ご利用の方々にご迷惑をかけないよう、ご負担とならないよう、

また、道路建設工事に皆様のご理解をいただけるよう、さまざまな取り組みをしております。

今回は、その一部をご紹介します。

●防音パネルを使用

道路を掘削するとき大きな音がします

沿線住民の方々へのご負担を少しでも

軽減するよう、防音パネルを使用しています。

●簡易トイレ（燃焼式）を設置

作業車両の荷台に簡易トイレを

積み込みました。

燃焼式なので衛生的です。

その辺で立ちション・・・・・・

いたしません。

●AED（自動体外式除細動器）を設置

事故や病気で心臓が「心室細動」という

不整脈を起こしている状態を元に戻す

ために使用する機械です。

この現場の担当者（2名）は

AEDを使用するための

「普通救命講習」を受講済みです。

もちろん、この機械を使用しないで AED配備を

済むことを願っております。 お知らせしています

簡易トイレも

積んでいます

私たちの取り組み（道路建設工事にご理解をいただくために）
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